
・ CFOの矢野でございます。

・ 本日は、当社の第１四半期決算の状況について、既に開示しております「2023年度第1四半期決算報告」 の資

料に基づき、ご報告させていただきます。
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・ 1ページをご覧ください。

・ 本日お伝えしたいポイントを2つにまとめています。

・ まず、2023年度第1四半期の業績ですが、昨年来実施してきた価格改定効果を主因に、売上収益は前期比
11.5%、既存事業コア営業利益は前期比65.2%の増収増益となりました。

・ 売上収益は第1四半期としては過去最高、また、利益については、過去の実績と比較可能な営業利益でみても、
第1四半期としては過去最高、四半期ベースでの 比較でも、昨年の第3四半期に次ぐ水準となりました。

・ 事業部門別について、まず、海外事業です。

・ 米国を中心に損益改善が進み、海外事業の既存事業コア営業利益は、国内即席めん・国内非即席めん・海外事
業の合計に対し5割弱を占めるまで拡大しています。

・ 次に国内即席めん事業ですが、6月に2年連続となる価格改定を実施しましたが、 6月の数量は前期比横ばいを維
持しています。

・ 国内非即席めん事業は、日清ヨーク・湖池屋が引き続き好調に推移し、コア営業利益は前期比2.4倍と大幅な増
益を達成しています。

・ ポイント2つ目は、足元の事業環境と今後の見通しについての当社の見方です。

・ 食料品の値上げが続くなか、 相対的に低価格である即席めんへの需要が高まっており、総需要は拡大しております。
更に、即席めんカテゴリーの中でも、低価格商品と高付加価値商品への需要が高まる、2極化傾向にあると分析して
います。

・ そういった市場環境において、当社は、高付加価値商品の市場はもともと当社が強みとするところですが、低価格商
品の市場においてもブランドに対する信頼感により国内即席めん市場全体の中で優位性を高める事ができています。

・ これは、当社がこれまで培ってきたブランド戦略が奏功し、需要増にしっかり対応できていることが背景にあるものと評
価しています。

・ 次にコスト面ですが、資材価格については、海外ではロシアのウクライナ進行以降高騰していた状況はピークアウトし、
期初想定比低水準で安定しています。この状況が続けば、今後、利益のアップサイドが期待できると考えます。

・ 一方で、国内では、第１四半期は計画を若干下回りましたが、前期比では増加しており、７月以降の小麦価格上
昇や、為替の円安傾向が継続していること、更にはエネルギーコストの高騰も継続していることなどを踏まえると、通期
でも予断を許さない状況が続いています。
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・ 2ページをご覧ください。

・ 左側に決算開示ベースの第1四半期実績を記載しております。

・ 売上収益は、即席めん事業、非即席めん事業、海外事業の3事業いずれも増収となり、第１四半期としては、
過去最高となる1,665億円、前期比プラス172億円、プラス11.5％の増収となりました。

・ 既存事業コア営業利益は、海外事業および、日清ヨークなどの牽引により、222億円、前期比プラス88億円、プ
ラス65.2％の増益となりました。
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・ 3ページをご覧ください。こちらのページは第1四半期の既存事業コア営業利益の増減要因を分析したもので、細
目は「為替一定ベース」で表示しております。

・ 左から2番目のピンクのバーでお示ししている売上収益の増加要因が、3番目および４番目のグレーのバーのコスト
増加要因を上回ったことを主因に増益着地となりました。

・ 国内事業・海外事業で分けて分析しますと、ご覧の通り、海外事業は主に増収要因がダイレクトに増益に寄与し
たかたちになりました。国内事業も増収要因で、資材・エネルギーを中心とするコスト増加要因を概ねカバーしてい
ます。

・ また、直接的な為替影響は、円安の進行に伴いプラス方向で9億円となりましたが、国内の資材コスト上昇要因
に為替要因が内包されておりますので、為替感応度といった観点ではニュートラルに近いレベルかと考えています。
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・ 続きまして、4ページはセグメント別の決算サマリーです。

・ 売上収益については、価格改定効果と底堅い需要の取り込みを主因に3事業すべて増収となりました。

・ コア営業利益については、国内即席めん事業はコスト増を主因に減益となりましたが、国内非即席めん事業では
日清ヨーク・湖池屋が貢献し、前期比約2.4倍の増益と なりました。また、海外事業は米国の価格改定が順調に

推移していることなどを背景に、前期比2.８倍と、大幅な増益となりました。
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・ 5ページをご覧ください。こちらはセグメント別売上収益実績のブレークダウンです。

・ 全てのセグメントで増収となりましたが、特に伸長しているのが、国内非即席めん事業と海外事業です。

・ 国内非即席めん事業は、低温・飲料・菓子事業の増収により、前年比16.0％の増収となりました。特に日清ヨー
クと、湖池屋の貢献が大きい状況です。

・ 海外事業は、中国を除く全地域で増収となりました。米国の増益が、増益要因の大宗を占めています。
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・ 6ページをご覧ください。セグメント別コア営業利益の実績です。

・ 連結全体としては、国内即席めん事業の減益を、海外事業および国内非即席めん事業がカバーするかたちで、既
存事業合計で前期比88億円、65.2％増益の 222億円となりました。

・ 引き続き海外事業が好調で、前期比＋183.8％と非常に高い水準での利益成長が続いています。

・ 特に、前年度第2四半期以降黒字転換した米国日清の伸長が際立っており、引き続き黒字体質への定着を図
ることにより、海外事業の柱に育ててまいります。

・ その他、EMEA地域および、国内非即席めん事業の日清ヨーク、湖池屋の好調が全体の利益に貢献しました。
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・ 7ページをご覧ください。ここから12ページまでは、各セグメント別の状況です。

・ まず、国内即席めん事業ですが、概ね計画線での順調な滑り出しであったと評価しています。

・ 市場全体では、数量は前年同期と同水準、金額は2年連続の価格改定効果もあり、前年同期を上回って推移
しています。これは、国内においても様々な食料品価格が 上昇するなか、相対的に低価格の即席めんの需要が
伸びていることが背景にあると考えています。

・ 当社グループにつきましては、日清食品では「カップヌードルねぎ塩」等の新商品や「カップヌードル塩分控えめPRO」
、明星食品では「ロカボNOODLES」などの高付加価値商品の販売が高水準を維持していることに加え、日清食
品の「あっさり」シリーズなどの価格コンシャス商品の拡販により、二極化する消費者ニーズにしっかり対応できている
状況です。この結果、数量・金額とも市場を上回る販売実績となりました。

・ 昨年は、価格改定月である6月に数量が一時的に減少し、9月にかけて前年並に戻しましたが、今年は対照的に
6月から前年並みをキープしており、7月に入っても同様の傾向を維持しています。

・ 資材・エネルギー価格の動向については予断を許さない状況ではあるものの、足許の環境は堅調であり、今後の需
要拡大期にむけた拡販戦略などを考えますと、明るい 兆しがでてきたと感じています。
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・ 8ページをご覧ください。

・ 非即席めん事業も、即席めんと同様に、順調なスタートとなりました。

・ ピルクルシリーズが引き続き好調な日清ヨークと、「湖池屋ポテトチップス」などの主力商品の販売が拡大している湖
池屋が、セグメント全体を押し上げています。

・ 特に、昨年9月に発売を開始した「ピルクルミラクルケア」が好調を維持しており、日清ヨークの損益構造の改善が
急ピッチで進んでいる状況です。

・ また、前年度下期以降苦戦していた日清チルドも、価格改定効果などにより増益転換しました。
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・ 9ページをご覧ください。

・ 海外事業も、マクロ経済環境の影響を受けた中国地域を除き、好調な出だしとなっています。 

・ まず、米州地域です。米国市場全体は、各社の価格改定後も強い需要環境が続いていますが、足元では少し落
ち着きつつある状況で、数量ベースでは概ね前年横這い圏の水準となっています。但し、米国内の他の食品と比べ
ると、相対的な需要の強さは維持されているとの認識です。 

・ 当社につきましては、米国日清の第１四半期の数量実績は、前年の価格改定前の駆け込み需要に伴う一時的
な販売量増加の反動などの要因もあり、前年同期比で1桁台後半の減少となっていますが、概ね社内計画に沿っ
た内容です。

・ 収益面をみますと、昨年8月の平均36%の価格改定効果が数量減の要因を上回っていること、プレミアム商品群
の利益への寄与度が高まっていることなどを背景に、収益額・率ともに構造的な改善が進んでいる状況です。

・ 第２四半期以降については、日清ブランド定着と数量維持に向け、拡販費やマーケティング費用などをしっかり使っ
ていく予定ですが、資材の中で、パーム油・小麦粉については、市況の低下局面で期初計画よりも安い価格水準
でのブッキングがある程度できている状況にあることも踏まえ、第１四半期の利益率水準に近づけるよう、期初計
画を超える収益水準へチャレンジしていきたいと思います。

・ メキシコは、袋めん市場が拡大基調にあるなど、堅調な需要を背景に数量が伸びていること、また、価格改定効果
もあり増収増益となりました。

・ ブラジルは、計画的メンテナンスの実施および一時的な生産トラブルによる減産により、数量が前年割れとなり、減
収・減益となりました。市場全体の需要は底堅い状況が続いていますので、安定的な生産体制を構築し、早期の
キャッチアップを目指していきます。なお、今年の6月に、価格改定を実施しております。
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・ 10ページをご覧ください。

・ 中国地域は、昨年度の第１四半期が、コロナ需要が高まった時期であったことの反動に加え、景気回復の遅れ・
消費センチメントの悪化や若年層の失業率拡大などによる主力購買層の購買力低下などにより、販売数量が減
少し、減収減益となりました。

・ 香港、大陸共に、厳しい状況ではありますが、資材コストの上昇は落ち着いてきております。ブランドイメージの維持
・向上や消費者の掘り起こしのため、販売促進活動を継続し、中長期的な顧客層の拡大を目指します。

10



・ 11ページをご覧ください。

・ アジア地域は、全ての事業会社で増収増益となりました。従来苦戦していたインドも、資材コスト低下の恩恵もあ
り、今期黒字転換しています。

・ アジア地域全体として、コロナが明け、観光客が戻ってきたことが追い風となっている他、価格改定効果や資材高
騰の鎮静化などが、利益の持ち上げ材料となりました。
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・ 12ページをご覧ください。

・ EMEA地域は、引き続き即席めん市場の成長が著しく、欧州日清の売上収益が前期比約1.5倍と高成長で推
移しています。

・ 利益面では、プレミアフーズが今期第一四半期からフルに寄与するようになったことと、マルベンが好調であることによ
り、持分法利益の増加額21億円が、増益に寄与しています。

私からの説明は以上となります。
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